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	予定が崩れたあとの、存在の重心
	品性とは、 予定が崩れたあとに現れる、 存在の重心の置き方である。
	想定外が起きたあと。 編集が一瞬だけ外れる、その隙間に残るもの。
	それは振る舞いではなく、 その人がどこに重心を置いているかという、 存在の配置そのものだ。
	努力や正解とは別の層で、 それは静かに露出する。
	品性は、 丁寧な言葉遣いではない。 礼儀正しさでも、育ちの良さでもない。
	それらは、整っている状況の中で いくらでも再現できる。
	余裕があり、時間があり、 自分のペースが保たれているとき、 人は簡単に「正しさ」を演じられる。
	だから、平穏の中で観測される振る舞いは、 ほとんど評価に値しない。
	予定が崩れたとき。 想定外が入り込んだとき。 わずかなズレが生じた、その直後。
	人は一瞬、 自分の外側ではなく、内側から選択する。
	声の温度。 距離の取り方。 相手への視線。 場の終わらせ方。
	そこに現れるのは感情ではない。 積み上げられてきた、 存在の“密度”そのものだ。
	用意された言葉ではなく、 反射的に選ばれてしまう態度。
	編集が外れた瞬間、 その人の構造は、そのまま露出する。
	品性は、強さでも、優しさでもない。 だがその両方と、同時に成立する。
	厳しさとして現れることもあれば、 軽やかな一言として場をほどくこともある。
	共通しているのは、 その振る舞いが、場の重心を乱さないことだ。
	誰かを追い詰めず、 自分を過剰に守らず、 ズレを、ズレのまま静かに収束させる。
	その人がいることで、 場が崩れずに済む。
	それが、 対人における引力としての品性である。
	何もなかったように終わった場面ほど、 その人の位置は、静かに決まっている。
	Edition ― 存在の芯 別景：予定が崩れたあとの、 存在の重心
	著者：美学思想家 古川玲奈 発行：Raffiné   2026

